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より良い社会の形成に参画しようとする

児童の育成
―事象を比較・関連付け、社会の課題と解決策を考える

『ＤＯシート』の活用を通して―

×××××××××××××× 特別研修員 田村 啓祐

×××××××××××××

Ⅰ 研究テーマ設定の理由

学習指導要領の社会科改訂の趣旨には「社会的な見方や考え方を養い、そこで身に付けた知識、概念や技

能などを活用し、より良い社会の形成に参画する資質や能力の基礎を培うことを重視している」と示されて

いる。また、「はばたく群馬の指導プラン」では、社会科の課題の一つに「社会生活や現代社会の課題とそ

の解決策を考えること」と示されている。これらのことから、身に付けた知識や技能を活用し、社会生活や

現代社会の課題と解決策を考えることが重視されていることが分かる。

本学級の児童の多くは、基礎的資料から事実を読み取ることができる。しかし、複数の資料を比較・関連

付けることや、読み取った事実から社会生活や現代社会の課題と解決策を考えることに課題が見られる。ま

た、教師によるこのような資質や能力を育成するための授業の具現化が十分にできていない。これらのこと

から社会的事象に対しての価値を判断し、主体的に関わろうとすることのできる児童は少ないと考える。

そこで、『ＤＯシート』を活用し、複数の資料から読み取った事実を比較・関連付け、社会生活や現代社

会の課題と解決策を考えることで、より良い社会の形成に参画しようとする力を培うことができるであろう

と考え、上記の研究テーマを設定した。

Ⅱ 研究内容

１ 研究構想図

手
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て
②

表れてほしい児童の意識

【目指す児童像】 より良い社会の形成に参画しようとする児童

より良い社会のため
にどのような取り組
みができるかを考え
ることができる

手
立
て
①

資料から読み取った事実を

比較・関連付ける

社会的事象を多面的
・多角的に捉え、そ
の価値が分かる

単元を貫く学習課題の設定

学習指導要領
より良い社会の形成に参画する
資質や能力の基礎を培う

はばたく群馬の指導プラン
社会生活や現代社会の課題とその
解決策を考える

【児童の実態】
複数の資料を比較・関連付ける力が不十分

社会生活や現代社会の課題を見いだす思考力が不十分

社会生活や現代社会の

課題とその解決策を考える

ＤＯシートの活用
ＤＯシートの活用
Ｄ…資料から読み取ったデータ
Ｏ…データを根拠に考えた意見

ＤＯシート（Ｏ）
社会的事象の特色から

課題を見いだし
解決策を考える

社会参画の意識

ＤＯシート（Ｄ）
資料から読み取った事実を基に
社会的事象の特色をまとめる
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２ 授業改善に向けた手立て

(1)実践１「さまざまな土地のくらし」

①『ＤＯシート（Ｄ）』を活用し、複数の資料を読み取り、読み取った事実を比較・関連付けることで、

沖縄県の特色を捉える。

②『ＤＯシート（Ｏ）』を活用し、資料から読み取った事実を基に､沖縄県の特色をまとめ、外国人向

けの紹介文に表す。

『ＤＯシート』とは「Ｄ：データ＝資料から読み取った事実、Ｏ：オピニオン＝読み取った事実を根

拠に考えた自分の意見」をまとめるワークシートである。実践１では『ＤＯシート』を活用し、複数の

資料から読み取った事実を比較・関連付けることで、沖縄県の特色を捉えることができた。しかし、外

国人向けの紹介文に表す活動では児童にとって身近に感じることができなかったり、沖縄県の特色をま

とめるだけにとどまったりして、社会生活や現代社会の課題とその解決策を考えるまでに至らなかった。

そこで、実践２では新たに以下の改善点を付け加えた。

(2)実践２「自動車工業のさかんな地域」

①『ＤＯシート（Ｄ）』を活用し、児童が身近に感じられるよう、自分の生活や既習事項を振り返りな

がら課題設定をし、生活経験や知識を活用しながら比較・関連付けを行い、現在の自動車社会の特

色をまとめる。

②『ＤＯシート（Ｏ）』を基に現在の自動車社会が抱える課題を見いだし、その課題を解決できる未来

の自動車や、未来の自動車社会について考える活動を取り入れる。

実践２では、既習事項である「現在開発されている自動車」について振り返った後、自動車会社の人

からの手紙を提示し児童に疑問を持たせることから課題を設定した。その後、比較・関連付けを行い、

現在の自動車社会の特色をまとめた『ＤＯシート（Ｄ）』を基にしながら、現在の自動車社会が抱える

課題を見いだし、その解決に向けた未来の自動車を考え、紹介カードを作成する学習を行った。学習を

進めていく中で、自動車の機能以外にも課題を解決するための手段があることに気付き、今私たちが取

り組めることについて考えることができた。

××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

Ⅲ 研究のまとめ

１ 成果

○ 『ＤＯシート（Ｄ）』を活用し、複数の資料から読み取った事実を基に比較・関連付けを行ったこ

とは、児童が社会的事象の特色をまとめ、意味を理解するために有効であった。

○ 『ＤＯシート（Ｄ）』にまとめた事実や社会的事象の特色を基にして、『ＤＯシート（Ｏ）』を活用

したことで、社会生活や現代社会の課題を見いだし、原因を明らかにしながら解決策を考えることが

できた。

○ 社会的事象の特色をまとめてから課題とその解決策を考えたことは、社会的事象を身近に捉え、よ

り良い社会の形成に参画しようとする力を培うことに有効であった。

２ 課題

○ より良い社会の形成に参画しようとする力を培うためには、現代社会の課題とその解決策を考える

ことが必要である。そのため、資料から読み取った事実を比較・関連付け、社会的事象の特色をまと

めること、その社会的事象の特色から現代社会の課題を見いだし、その課題の解決に向けてどのよう

な取組ができるかを段階的に考えることができる学習過程を構想していくことが必要である。

○ 『ＤＯシート（Ｄ）』に使用する資料を精選したり、調べる観点を与えたりして、的確な比較・関

連付けができるようにする必要がある。
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＜授業実践＞

実践１

１ 単元名 「さまざまな土地のくらし」（第５学年・１学期）

２ 本単元及び本時について

本単元では、「外国人に日本の特色を紹介する時に、どのようなことを伝えたら良いだろう」を単元を

貫く学習課題とし、日本の特色ある地域の中からあたたかい島「沖縄県」と低地「岐阜県海津市」を学習

した後、外国人に紹介する文章を考える学習活動を設定した。本時は全10時間計画の５時間目に当たり、

沖縄県の特色が読み取れる複数の資料を観点ごとに『ＤＯシート（Ｏ）』にまとめ、紹介文を考えた。複

数の資料から読み取った事実を比較・関連付けることにより、沖縄県の特色を捉え、紹介文にまとめ、発

表することがねらいである。

３ 授業の実際

導入では、沖縄県の特色を自由に発言させ、

前時までの学習を振り返った後、本時の学習課

題「沖縄県の特色をまとめ、外国人に紹介する

文章にまとめよう」を設定した。

追究の場面では、各自が前時までに作成した

『ＤＯシート（Ｄ）』(図１)を活用し、沖縄県

の特色を、書画カメラを使い学級で共有した。

児童は複数の資料から読み取った事実を比較・

関連付けながら『ＤＯシート（Ｄ）』をまとめ

ているので、主体的に発表をすることができた。

全体で行った比較・関連付けの様子は以下の通

りである。

Ｔ：沖縄県の特色は？ Ｔ：あたたかいことと、台風が多いことが沖縄県の

Ｓ１：田植えが２回ある。 主な特色として挙げられそうだね。あたたかい

Ｔ：なぜ田植えが２回あるのでしょう？ に関係していることは赤で、台風が多いこと関

Ｓ２：あたたかいから。 係していることは青で囲み、あたたかいこと、

Ｔ：他に沖縄県の特色は？ 台風が多いことに関係していることをたくさん

Ｓ３：降水量が多い。 見付けてみましょう。

Ｔ：なぜ降水量が多いのでしょう。

Ｓ４：台風が多いから。

沖縄県の特色を問うと、資料から読み取った事実を基

に、田植えが２回あることや降水量が多いことなどに気

付くことができた。なぜそのような特色が見られるのか

を問うと「あたたかいこと」、「台風が多いこと」が理由

として挙がった。その後、これらのことに着目し、あた

たかいことに関係していること、台風が多いことに関係

していることを視点に社会的事象を比較・関連付けるこ

とで、沖縄県は「あたたかい気候を生かした農業を行っ

ている」、「あたたかさを生かした観光業を行っている」、

「台風に備えた家づくりをしている」などという特色を

捉えることができた。（図２）

図１ 前時までに作成した『ＤＯシート（Ｄ）』

図２ 比較・関連付けた『ＤＯシート（Ｏ）』

資料から読み取った事実を

矢印を用いて

比較・関連付けをする
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まとめの場面では、比較・関連付けを通してまとめた特色を基に、沖縄県を紹介する文章（前頁図２）

を作成した。児童が考えた紹介文は以下のとおりである。

Ｓ１：沖縄県は一年を通してあたたかいので、気候に合わせた作物が育てられたり田植えを二回行った

りします。観光面では首里城やきれいなビーチ、沖縄県にしかいない動物などがあります。家に

は暑さに備えた工夫が多くあります。また、台風が多く、昔の家や現代の家にも台風に備えた工

夫がしてあります。また、降水量が多く、九月が一番多いです。雨は多く降りますが、山が少な

く川が短いので、雨水がすぐに流れるので水不足になりやすいです。家に給水タンクや水がめが

あり、水不足に備えた工夫があります。

Ｓ２：沖縄県は一年を通してあたたかく、台風が多い県です。なので、あたたかい土地を好む「さとう

きび」や、あたたかいのでだんぼうがいらない「こぎく」などを作っています。それに、「アメリ

カ軍基地」「地下ダム」「首里城」などがあります。あたたかい気候なので田植えが二回あって一

月にサクラがさきます。昔の家にはふくぎや石がきなどがあります。自然が豊かです。

Ｓ３：沖縄県は気候が一年を通してあたたかく、台風が多いです。そして、あたたかいため田植えが二

回あり、一月にサクラがさきます。降水量が多く、特に九月が多いです。暮らしでは、家が台風

に備えた仕組みになっています。現代の家はコンクリートでできていて、かべが白く、屋根が平

らになっています。農業ではあたたかいならではの作物があります。観光では世界遺産や海など

があって色々見所があります。

多くの児童が沖縄県の特色である「あたたかいこと」、「台風が多いこと」を捉え、特色を生かした紹介

文を考えることができた。その後、学級で紹介文を読み合った。最後に沖縄県を紹介する際には、「あた

たかさを生かしたくらしをしていること」、「台風に備えたくらしをしていること」を紹介することで特色

を伝えることができることを再確認した。

４ 考察

本単元では『ＤＯシート』を２枚用意した。１枚目（Ｄ）は教科書や資料集を基に基礎的資料から読み

取った事実を記入するもの、２枚目（Ｏ）は沖縄県の特色を気候・農業・暮らし・観光・その他の観点で

まとめ、沖縄県の特色を紹介する文章を考えるものとした。

(1)『ＤＯシート（Ｄ）』を活用した比較・関連付けについて

○ 『ＤＯシート』を活用した比較・関連付け行うことにより、沖縄県の特色を資料を基にまとめる

ことができた。また、資料から読み取った事実を記入することにより、複数の資料を比較・関連付

ける活動を児童が進んで行うことができた。

○ 複数の資料を比較・関連付ける活動を取り入れることで、教科書の本文と関連付けたり、一つの

資料から読み取った事実が他の資料と関連していることを捉えたりしながら、多面的に考察するこ

とができた。

● 単元を通して調べ学習を行ったため、与える資料が多くなってしまった。調べ学習の観点を精選

し、比較・関連付けるための視点が明確になるような資料の提示をしていく必要がある。

(2)『ＤＯシート（Ｏ）』を活用し、沖縄県の特色をまとめ、紹介文に表す活動について

○ 沖縄県の特色を紹介文にまとめる活動を取り入れることで、沖縄県の特色を端的にまとめ、相手

に伝えるためにどのようなことを書けば良いか考えることができた。

● 社会参画の観点から紹介文を考えさせたかったが、児童にとって、沖縄県の特色をまとめ、外国

人向けの紹介文に表す活動では自分たちの生活に身近に感じることができなかったり、読み取った

事実をまとめるだけにとどまってしまったりしたことなどから、より良い社会の形成に参画する力

を培うことにつながらなかった。
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実践２

１ 単元名 「自動車工業のさかんな地域」（第５学年・２学期）

２ 本単元及び本時について

本単元では、暮らしの中で自動車がどのように使われているか、自動車の良い点・悪い点などを話し合

う中で、単元を貫く学習課題「自動車会社はどのような自動車づくりをしているのだろう」を設定した。

そして、組み立て工場の様子を調べた後、実際にどのような自動車が開発されているのかを『ＤＯシート

（Ｄ）』を基に“人にやさしい”“環境にやさしい”の観点別に調べ、共有した。本時は全11時間計画の９

時間目にあたり、『ＤＯシート（Ｏ）』を活用し現在の自動車社会が抱える課題を見いだし、その課題の解

決に向けた未来の自動車、未来の町づくりについて考えた。未来の自動車、未来の町づくりについて考え

ることで、自分たちが取り組めることがあることに気付くことがねらいである。

３ 授業の実際

導入では、前時までに作成した『ＤＯシート（Ｄ）』を

基にした自動車クイズを行うことで、現在生産されてい

る自動車の特色について振り返った。消費者の願いをか

なえる自動車が開発されていることを確認した後、教師

が自動車会社の方へ事前にインタビューしておいた内容

を基に作成した「自動車会社の人からの手紙」(図３)を

読み合った。その結果、まだまだ問題点があるというこ

とに気付くことができ、本時の学習課題「自動車社会の

課題を解決するためにはどのような車があると良いだろ

う」を設定することができた。

その後、前時までに作成した『ＤＯシート（Ｄ）』（図４）を基に、自動車社会の課題を、「解決できて

いない課題」、「対策はあるが不十分である課題」、「家の人が自動車を運転する際に困ったこと」などの視

点から考えた。児童が考えた自動車社会の課題は以下のとおりである。

・居眠り運転をしてしまう人がいる。 ・携帯電話を操作しながら運転する人がいる。

・シートベルトをしない人がいる。 ・スピードを出し過ぎてしまう人がいる。

・信号無視をする人がいる。 ・ガソリンをたくさん使用する。 ※主な意見を抜粋

追究の場面では、『ＤＯシート（Ｏ）』（次頁図５）を活用し、「課題が起きる原因を考えること」、「その

原因を根拠に未来の自動車を考えること」の順で思考できるよう工夫した。児童は、自分が解決してみた

い課題や、解決できそうな課題を選択し、その原因を考え、課題を解決できる自動車について考えた。児

童がまとめた考えは以下のとおりである。

図３ 自動車会社の人からの手紙

図４ 『ＤＯシート（Ｄ）』事実をまとめたもの（左側）と特色をまとめたもの（右側）
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Ｓ１：居眠り運転をする人がいるから、眠気を感じたらゆ

れるシートがあると良いと思う。なぜなら、しっか

り休養をとらずに運転をする人がいるからです。

Ｓ２：運転しながらスマホを操作する人がいるから、エン

ジンをかけたらスマホの電源がつかなくなる車があ

ると良いと思う。なぜなら、急な電話やメールが来

てしまってスマホを見てしまう人がいるからです。

Ｓ３：シートベルトの付け忘れを防ぐために、鍵を回して

もシートベルトを付けないとエンジンがかからない

機能があると良いと思う。なぜなら、シートベルト

を付けることを意識しない人がいるからです。

Ｓ４：スピード違反の人がいるので、スピード制限の看板

や注意を促す看板をもっと多く設置すると良いと思

う。なぜなら、看板を見落としてスピードを出しす

ぎてしまう人がいるからです。

未来の自動車を考えていく中で、「現代社会の課題を解決するための手段は自動車の機能以外にもある

のではないか」ということに気付いた児童の意見から、現在の自動車社会の課題に対して、今私たちが取

り組めることを考えることができた。単元のまとめでは、学習したことを生かした以下のような児童の意

識が見られた。（図６）

４ 考察

本単元では『ＤＯシート』を３枚用意した。『ＤＯシート（Ｄ）』を、「教科書や資料集を基に基礎的資

料から読み取った事実をまとめるもの」、「現在開発されている自動車の特色を“人にやさしい”“環境に

やさしい”の観点でまとめ、消費者の気持ちを考えるもの」と２枚に分割し、『ＤＯシート（Ｏ）』を「現

在の自動車社会の課題を見いだし、その原因と解決策を考えるもの」とした。

(1)『ＤＯシート（Ｄ）』を活用した比較・関連付けについて

○ 調べる観点を「人にやさしい」、「環境にやさしい」に焦点化することにより、資料が精選でき、

比較・関連付けた際に、意見を集約しながら現在の自動車社会の特色をまとめることができた。

○ 『ＤＯシート（Ｄ）』を２枚に分割し、調べた事実から現在の自動車社会の特色をまとめること

により、『ＤＯシート（Ｏ）』を活用した課題と解決策を考える学習につなげることができた。

(2)『ＤＯシート（Ｏ）』を活用した課題とその解決策を考える活動について

○ 自動車社会の課題、原因、解決策という過程で自分の考えを記入したことにより、根拠を明確に

しながら解決策を考えることができた。

○ 現在の自動車社会の課題を捉え、その解決策を考えることにより、どのような取り組みをすれば

より良い社会のためになるかが明確になり、児童に社会参画の意識を持たせることができた。

● 児童の意識を自動車の機能だけでなく、どのような取り組みができるかに向けていく必要がある。

Ｓ１：携帯電話を使用していると事故が起

きてしまうかもしれないから、家の

人に使わないよう呼びかけよう。

Ｓ２：事故が起きないような注意を呼びか

ける看板を作ってみたいな。

図５ 課題と解決策を考えた『ＤＯシート（Ｏ）』

図６ 児童が考えた「未来の自動車」「未来の町」「振り返りの言葉」


